
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改 善 箇 所 説 明 図  

改善措置の内容  

全車両、燃料噴射装置の状態を点検し、不具合の兆候が認められた場合は、燃料噴射装置を新品に交換

する。さらに、燃料タンクへ洗浄剤を注入し、燃料噴射装置内に付着している化合物を除去する。 

また、メンテナンスノートに、洗浄剤による燃料噴射装置の定期洗浄の実施を追記するとともに、

使用者ならびに自動車整備事業者に対して、燃料噴射装置の定期洗浄の重要性を啓発する。 

なお、燃料噴射装置の洗浄剤の準備には時間を要することから、排気管出口が樹脂製バンパーに近い

大型バスを優先して改善措置を実施する。 

基準不適合発生箇所  

大型トラック・バスのエンジンにおいて、使用者ならびに自動車整備事業者に対して、燃料噴射

装置を定期的に洗浄するよう情報提供していなかったため、洗浄が行われないと、燃料の温度変化等

で燃料中に化合物が生成され、燃料噴射装置内部のバルブが固着することがある。そのため、

エンジンの燃料噴射が適正に行われず、エンジンの始動不良や白煙の発生、エンジン制御システム

異常の警告灯点灯等が発生し、最悪の場合、排気管に溜まった燃料が発火して、火災に至るおそれ

がある。 

 

識別：作業完了車には、所定の位置に「HD211」の文字が記載された白黄色のシールを貼付ける。 

トラック：助手席リヤドアピラーストライカー付近 

バス  ：車両左後方点検リッド裏 

燃料タンク 

燃料配管 

燃料噴射装置


